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治療関連骨髄異形成症候群と急性白血病の予後は不良である。今回私は国立がん研究

センター中央病院で治療した 47名の患者（急性白血病 31名と骨髄異形成症候群 16名）
を後方視的に解析したので報告する。33 名の患者は、寛解導入療法を受け、73%が完
全寛解を達成した。14 名の患者は骨髄異形成症候群で緩徐な疾患の進行の経過であっ
たなどの理由により、寛解導入療法を受けていなかった。診断からの観察期間の中央値

が 1.9年（範囲, 0.05-10.5年)において、3年の全生存率は 55%であった。27名の患者
が同種造血幹細胞移植を受け、3 年の非再発死亡率は 17%であった。20 名の患者は高
齢や合併症などの理由により同種造血幹細胞移植を施行されていなかった。同種造血幹

細胞移植を施行した患者は施行しなかった患者より有意に 3 年全生存率が高かった
（71% vs 31%; p=0.018）。多変量解析においても同種造血幹細胞移植の施行が全生存率
に影響する因子として解析された。本研究は少数の患者の後方視的解析であることから 
選択バイアスが介在することに注意すべきであると思われるが、この結果から治療関連

骨髄異形成症候群と急性白血病に同種造血幹細胞移植が生存率を向上させる治療法で

あることが示唆された。今後は前方向視的にこの結果を確かめていく必要があると考え

られる。 
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